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北海道石狩海岸における海浜型チガヤ群落の組成
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要　　旨

北海道石狩海岸砂丘に成立しているチガヤ優占群落において植生調査をおこなった．調査の結果，チガヤ

が優占するほか，数種の海浜植物を混生していることが確認され，九州から東北にかけて分布している海浜

型チガヤ群落と同等の群落であると考えられた．このチガヤ群落の配分を観察したところ，ハマニンニク群

落よりも内陸側，カシワ林よりも海側に位置し，ハマナスを伴うススキ群落と同所またはその周辺に部分的

に成立していることがわかった．立地の状況から，ハマナス群団（またはハマナスを伴うススキ群落）の植

生が攪乱を受けて破壊された跡にチガヤ群落が成立している可能性が示唆された．
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はじめに

日本においてチガヤが優占する群落は２つのタイプに

分けられる．ひとつは畦畔草原や河川堤防法面などで定

期的な人為攪乱（刈り取り）によって成立・維持される

半自然草原である．このタイプのチガヤ優占群落は，チ

ガヤ－ヒメジョオン群集（浅見ほか，1998）として記

載されている．もうひとつは，海岸砂丘の安定帯に成立

するチガヤ優占群落（以下，海浜型チガヤ群落）で，植

物社会学での群集記載はされていないが，九州（鈴木，

1981），近畿（鈴木，1984），中部（鈴木，1985），関

東（金，1986），東北（鈴木，1987）からチガヤ群落

またはチガヤ－ハマヒルガオ群落として報告されてい

る．

海浜型チガヤ群落は，本州から九州にかけての海浜に

おいて広く認められる群落であり，海浜植生の保全や管

理，再生を検討する上では重要な群落と考えられる．し

かし，その立地や配分，地域ごとの組成や群落構造の特

徴，分布域などは十分には理解されていない．たとえば，

立地について，本群落が安定帯の自然群落として成立し

て持続するものか，攪乱を受けた海浜に成立するもので

あるのかは明らかでない．また，後者であった場合，先

駆的に成立していずれは遷移によって消える群落である

のか，自然状態で持続するものかも明らかではない．ま

た，九州から東北にかけて分布することが分かっている

が，その周縁部での分布については報告されていない．
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これらを明らかにするためには，統一的な手法による広

域での調査を長期間継続し，知見を蓄積していくことが

必要である．

これまでに報告されている海浜型チガヤ群落の北限

は秋田県男鹿半島で得られた資料にもとづくものであ

る（鈴木，1987）．秋田県以北でも海浜植生に関する研

究は数多く行われているが，チガヤ優占群落について言

及しているものはない．また，北海道の海岸砂丘の植

生配分は，打ち上げ帯のオカヒジキ－ハマヒルガオ群集

（Ohba et al. , 1973），砂丘不安定帯から半安定帯のコ

ウボウムギ－ハマニンニク群集（Ohba et al., 1973），

砂丘安定帯のハマナス群団，さらに内陸側でカシワ林へ

と連続するいわれているが（大場，1979），このなかで

チガヤ群落の存在は認識されていない．北海道環境科学

研究センターほか（2006）は石狩砂丘のゾーネーショ

ンについて解説しているが，ここでもチガヤ優占群落に

ついての言及はない．このように，秋田以北の海浜にお

けるチガヤ優占群落については，情報がないのが現状で

ある．

著者らは，2008 年から 2009 年にかけて，北海道石

狩海岸砂丘で海浜型チガヤ群落が砂丘上に成立している

ことを確認した．そこで，北海道石狩海岸の海浜型チガ

ヤ群落の組成および配分について明らかにすることを目

的として，植生調査を実施したので，その結果を報告す

る．

材料と方法

調査範囲は北海道石狩海岸のうち，石狩湾新港の北東

側に隣接した海浜約 3km とし，市道石狩樽川海岸線よ

りも海側の海岸砂丘とした（図１）．この範囲では，汀

線に沿って，標高約6m程度の第1砂丘列が発達し（佐々

木ほか，2002），砂丘上には海岸砂丘植生が成立してい

る．調査範囲の海浜には車両（RV やサンドバギー，オ

フロードバイクなど）の進入があり，局所的には群落が

破壊され裸地化している箇所がみられた．また，一部は

車両の通行を禁止する措置がとられていた．海水浴やキ

ャンプ等の利用が盛んであったが，これらの利用客は，

主として植生のない汀線付近（浜）を利用していた．市

道より内陸側には第 2 砂丘列があり，カシワを主体と

する海岸林が成立していた．

現地調査は 2008 年 8 月 10 日および 2009 年 5 月

27 日～ 28 日におこなった．調査範囲のチガヤが優占

している植分の中に，13 箇所の調査地点を設定した（図

１）．各調査地点において，1m × 5m のコドラート 5

個または 6 個を連続配置し，コドラート数は合計 70 個

となった．植生調査では，各コドラートにおいて，全出

現種とその被度（％），群落高，植被率，傾斜･方位，緯

度･経度を記録した．被度（％）の判定は目視によって

おこなった．また，2008 年 8 月の調査では，海浜全体

を見渡して，相観および優占種による群落区分をおこな

い，汀線直交方向における群落の配分を記録した．

図１　調査地位置．1 ～ 13 の■は調査地点の位置を示す．各地点ごとに 1 ｍ× 5 ｍのコドラートを 5 ～ 6 個連続的

に配置した．
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図２　各調査地点における種数内訳．在来種のうち澤田ほか（2007）

に記載のある種を「海浜植物」とし，同資料に記載のない種

を「内陸植物」とした．

表２　地点 1 ～ 5 付近の群落の配分．群落の区分は相観および優占種によっておこなった．

オオバコ（21％）で，海浜植物だけでなく，緑化用の

牧草などの外来種がよく混生していることがわかった．

外来種は，造成や車両の乗り入れなどの人為の影響を強

くうけている調査地点 1，6，7，8 で種数が多く，一方，

発達した砂丘上の調査地点 4，5，9 ～ 13 では比較的

少なかった（表 1，図 2）．コドラート（1m × 5m）あ

たりの出現種数は，最小で 4 種，最大で 13 種，平均は

7.4 種であった．

以上の群落構造および組成について，既報の海浜

型チガヤ群落（鈴木，1981, 1984, 1985, 1987；金，

1986）と比較した．植被率は，既報の海浜型チガヤ群

落では 40 ～ 100％，（平均的には 80 ～ 90％）である

のに対し，本研究では平均で 39％で，既報のチガヤ群

落よりも低い傾向にあった．しかし，群落高は同等で，

また，組成的にもハマヒルガオやハマエンドウをはじめ

とするハマボウフウクラスの種を多く混生する点でよく

似ていた．コドラートあたりの種数については，既報の

調査では面積が不統一であるため，厳密には比較しにく

いが，面積 1m2 ～ 30m2 の調査区において 3 種から 12

種程度が確認されており，出現種数もおおむね同等であ

ると考えられた．

調査地点 1 ～ 5 付近における汀線直交方向の群落の

配分を表 2 に示す．いずれの地点においても，チガヤ

群落は，第 1 砂丘の前線にみられるハマニンニク群落

よりも陸側，道路よりも海側に成立していた．調査範囲

では，ハマニンニク群落と道路に挟まれた範囲では，ハ

マナスを伴うススキ優占群落が広くみられたが，それら

とほぼ同位地にチガヤの優占するパッチも混在してい

た．これらのチガヤ優占群落のうち，いくつかの植分の

立地は周囲のススキ優占群落との差がはっきりしなかっ

たが，いくつかの植分では過去に車両が走行した跡地に

成立していることが伺えた．また，造成等の影響を強く

受けた場所（調査地点 1 付近）にもチガヤ優占群落は

成立していた．これらの観察結果と，北海道における植

結果と考察

各調査地点における種組成を表 1 に，海浜植物･内陸

植物･外来植物の種数内訳を図 2 に示す．植被率は 10

％～ 60％の範囲にあり，平均は 39％であった．群落高

は，0.2m ～ 0.7m の範囲にあり，平均は 0.4m であった．

70 コドラートのほぼ全てで最優占種はチガヤで，チガ

ヤの被度は 3％～ 40% で平均 23% であった．チガヤ以

外で被度が比較的高かったのはナガハグサおよびハマニ

ンニクで，いずれも局所的には最大 40％の被度があっ

たが，平均は 6.5％であった．また，ハマヒルガオ（被

度最大 16％），コウボウムギ（最大 10％），ススキ（最

大 10％）がやや高い被度を示したが，それ以外の種は

すべてコドラートあたりの被度が 5％を超えることはな

かった．チガヤ以外で常在度の高かった種は，ハマヒル

ガオ（常在度 86％），ハマニンニク（81％），コウボウ

ムギ（74％），ナガハグサ（49％），コウボウシバ（39％），

カモガヤ（36％），ハマハタザオ（31％），ススキ（29

％），ハマニガナ（26％），ハマエンドウ（24％），ヘラ
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写真２　造成された砂質地のチガヤ群落．群落高は 0.5m．2008 年 8 月 10 日　澤田佳宏撮影．

写真１　車両による攪乱をうけた立地のチガヤ群落．群落高は 0.4m．2008 年 8 月 10 日　澤田佳宏撮影．
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生配分についての既存の知見から，石狩海岸では，ハ

マナス群団の立地において，人為攪乱によって植生が破

壊された場所にチガヤ優占群落が成立する可能性が示唆

された．もし，攪乱跡にチガヤが優占するとした場合，

チガヤ優占群落では，遷移が進んでハマナス群団が回復

するのか，あるいは偏向遷移の１型としてチガヤ群落が

持続するのか，今回の調査では不明であった．今後，時

間をおいて，今回の調査コドラートで再調査を実施する

必要がある．
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